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第
３
回
書
写
書
道
総
合
大
会

締
め
切
り
ま
で
一
ヶ
月
余

　

第
３
回
全
国
書
写
書
道
総
合
大
会
（
書
文
協
、
文
字
・
活
字
文
化
推

進
機
構
共
催
、
文
部
科
学
省
な
ど
後
援
）
は
「
ひ
ら
が
な
。
か
き
か
た

コ
ン
ク
ー
ル
」
が
７
月
末
に
締
め
切
ら
れ
、
毛
筆
の
実
力
を
競
う
「
学

生
書
写
書
道
展
」
硬
筆
の
大
規
模
「
全
国
硬
筆
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
９
月

15
日
の
締
め
切
り
が
迫
り
ま
し
た
。
書
写
書
道
教
育
界
最
高
の
権
威
を

誇
る
中
央
審
査
委
員
会
の
審
査
に
委
ね
ら
れ
ま
す
。
夏
休
み
、
頑
張
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

(

８
面
に
関
連
記
事)

臨
書
展
「
漢
詩
・
楓
橋
夜
箔
」　

青
梅

日
本
寒
山
寺
舞
台
に

　

書
文
協
は
、
漢
詩
・
楓
橋
夜
泊
を
臨

書
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
を
10
月
31
日
応
募

締
め
切
り
で
開
き
ま
す
。
臨
書
は
書
写

書
道
の
基
本
。
ま
た
、
同
文
の
国
を
理

解
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
で
し
ょ
う
。

（
実
施
要
項
は
２
面
）

　

日
本
寒
山
寺
は
蘇
州
・
寒
山
寺
の
要

請
を
受
け
て
、
地
元
の
篤
志
家
ら
が
建

立
し
た
、
知
ら
れ
ざ
る
日
中
友
好
の

地
。
無
住
寺
で
す
が
「
月
落
ち　

烏
啼

き
…
」
の
碑
も
同
じ
も
の
が
両
寺
に
あ

り
ま
す
。

後
援
多
彩　

蘇
州
・
寒
山
寺
も

　

青
梅
市
日
本
中
国
友
好
協
会
、
中
国

書
法
学
院
の
ほ
か
中
国
側
か
ら
は
日
本

で
も
有
名
な
禅
寺
、
蘇
州
・
寒
山
寺
、

難
関
の
総
合
大
学
・
中
国
国
立
南
京
芸

術
学
院
、
書
道
愛
好
家
に
知
ら
れ
る
蘇

州
呉
硝
石
研
究
会
が
名
を
連
ね
ま
し

た
。

大平　恵理

　

大
会
参
加
者
に
広

く
学
び
を
伝
え
る
目

的
の
錬
成
会
。
宇
都

宮
か
ら
福
岡
ま
で
５

会
場
全
て
が
終
了
し

ま
し
た
▼
強
調
し
た

の
は
「
評
価
の
観

点
」
。
「
筆
・
え
ん

ぴ
つ
の
持
ち
方
や
姿

勢
（
腰
骨
）
、
筆

圧
」
。
学
び
が
進
む

ほ
ど
立
ち
返
る
基
礎

基
本
で
す
▼
書
写
書

道
の
手
触
り
の
魅

力
。
そ
れ
を
伝
え
る

意
義
を
今
年
も
実
感

し
ま
し
た
。

（
書
文
協
会
長
）
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平成 26 年 8 月 1 日

第
１
回
漢
詩
「
楓
橋
夜
泊
」
臨
書
展
実
施
要
項

　

多
摩
川
上
流
・
青
梅
市
沢
井
、
鵜
の
瀬
渓
谷
に
建
つ
日
本
寒
山
寺

の
漢
詩
「
楓ふ

う
き
ょ
う
や
は
く

橋
夜
泊
」
を
碑
文
の
ま
ま
臨
書
、
あ
る
い
は
そ
の
数
文

字
を
楷
書
で
書
く
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
碑
文
は
、
本
家
の
中
国
・

江
蘇
省
の
寒
山
寺
に
あ
る
も
の
と
同
じ
で
す
。
臨
書
は
書
を
学
ぶ
人

の
基
本
。
そ
の
上
で
、
教
育
漢
字
で
育
つ
小
学
生
に
向
け
て
数
文
字

を
書
文
協
会
長
・
大
平
恵
理
が
揮
毫
し
ま
す
。
書
の
学
び
の
弾
み
と

し
て
、
ま
た
、
漢
字
を
通
じ
て
同
文
の
隣
国
、
中
国
へ
の
理
解
を
深

め
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

拓
本
（
た
く
ほ
ん
）
を
取
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

参
加
者
の
う
ち
、
10
人
（
上
位
入
賞
者
希
望
順
）
に
限
り
、
11
月
30

日
（
日
）
に
、
日
本
寒
山
寺
の
碑
文
か
ら
拓
本
を
取
る
見
学
会
を
開

き
ま
す
。

主　

催　
　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
書
字
文
化
協
会

後　

援　
　
　

青
梅
市
（
東
京
）
日
本
中
国
友
好
協
会

中
国
書
法
学
院

・
・
・
・
・
・
・
・

蘇
州
・
寒
山
寺

中
国
国
立
南
京
芸
術
学
院

蘇
州
呉
昌
碩
研
究
会

作
品
募
集
期
間	

平
成
26
年
９
月
１
日
～
10
月
31
日

応

募

資

格

	

幼
児
～
一
般

部　
　
　
　

門　

	 手　本	 課　題	 用　紙	 文字数 	 部門

臨

書

の

部

楷

書

書

写

の

部

漢
詩
全
文

起
承
転
結
４
句

の
う
ち
１
句

半
切
ま
た
は
八
ツ
切

「
楓
橋
夜
泊
」
参
考　

字
体
は
変
わ
り
ま
す

月
落
烏
啼
霜
満
天

江
楓
漁
火
對
（
対
）
愁
眠

姑
蘇
城
外
寒
山
寺

夜
半
鐘
聲
（
声
）
到
客
船

唐
代
の
詩
人
張
継
作
「
楓
橋
夜
泊
」

寒
山
寺
碑
文　

書
は
清
末
の
兪
樾

半
紙
ま
た
は
八
ツ
切

	

１

字	

２

字	

３

字

月満天漁火城外

（この中から１文字）

漁

火

寒

山

寺

手
本
は
８
月
初
旬
、
書
文
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
発
表
。

＊
臨
書
の
部
は
拓
本

＊
楷
書
書
写
の
部
は
大
平
恵
理
揮
毫
の
参
考
手
本

＊
希
望
者
に
は
送
付
予
定
（
拓
本
は
縮
小
し
た
も
の
）

出
品
料　
　
　

出
品
点
数
が
５
点
以
上
の
場
合
、
合
計
金
額
よ
り
、

作
品
整
理
・
送
付
代
等
と
し
て
20
％
割
引
を
い
た
し

ま
す
。
賞
状
賞
品
等
は
代
表
者
に
送
付
い
た
し
ま
す
。
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出品料
（1 点につき）

幼
児
～

中
学
生

高
校
生

以
上

	

臨
書
の
部	

楷
書
書
写
の
部

	

１
、
０
０
０
円	

７
０
０
円

	

７
０
０
円	

５
０
０
円

出
品
の
仕
方　
　
　
　

①
作
品
に
出
品
票
を
ク
リ
ッ
プ
で
と
め
る

②
総
括
表
を
添
付

※
①
②
は
書
文
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
ま
た
は
、
書
文
協
に
ご
請
求
下
さ
い
。

③
複
数
出
品
可

作
品
送
付
先　
　
　
　

一
般
社
団
法
人	
日
本
書
字
文
化
協
会

臨
書
展
係

〒
１
６
４
‐
０
０
０
１

東
京
都
中
野
区
中
野
２-

13-
26

第
一
岡
ビ
ル
３
階

振
込
先　
　
　
　
　
　
　

金
融
機
関
名　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

口
座
名
義　
　

　

一
般
社
団
法
人　

日
本
書
字
文
化
協
会

口
座
番
号

　

０
０
１
３
０　

１　

７
２
８
１
１
３

審　

査　
　
　
　
　
　

書
文
協
中
央
審
査
委
員
会　

賞　
　
　
　
　
　
　

大
賞
（
臨
書
の
部
か
ら
）
、
中
央
審
査
委
員
会
賞
、

青
梅
市
日
本
中
国
友
好
協
会
会
長
賞
、
日
本
書

字
文
化
協
会
会
長
賞
ほ
か

全
員
に
賞
状
を
お
渡
し
し
ま
す
。　

審
査
結
果　
　
　
　
　

書
文
協
機
関
紙1

1

月
号
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

発
表
。
園
・
学
校
在
籍
者
の
上
位
入
賞
者
は
11

月
、
園
・
学
校
に
お
知
ら
せ
し
顕
彰
を
お
願
い

し
ま
す
。

展
示
（
優
秀
作
品
）　
　

11
月
26
日
～
30
日

澤
乃
井
ガ
ー
デ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

（
〒
１
９
８-

０
１
７
２　

東
京
都
青
梅
市

沢
井
２-

７
７
０
）

	 日本寒山寺	 「楓橋夜泊」拓本
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

陳　

列　

棚

　

書
文
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
・
ｓ
ｙ
ｏ

ｂ
ｕ
ｎ
ｋ
ｙ
ｏ
・
ｏ
ｒ
ｇ
）
に
設
け
た
書
文
協
関

連
教
具
、
教
材
の
陳
列
棚
で
は
当
面
、
新
検
定
テ

キ
ス
ト
各
巻
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
割

引
が
適
用
さ
れ
る
会
員
の
申
し
込
み
欄
も
ご
ざ

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

言
葉
の
力
も
養
う
　

平
成
26
年
８
月
現
在
、
本
シ
リ
ー
ズ
第
１
～
４
巻

ま
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
８
月
末
に
幼
児
編
上

下
２
冊
、
９
月
ま
で
に
本
シ
リ
ー
ズ
第
７
巻
ま
で
、

平
成
27
年
３
月
ま
で
に
15
巻
ま
で
販
売
の
予
定
で

す
。

　
　

＝
各
巻
共
通
＝

定
価　

６
４
８
円(

本
体
６
０
０
円)

　
　
　

	

本
文　

64
ペ
ー
ジ

著
者　

大
平　

恵
理

発
行　

日
本
書
字
文
化
協
会
出
版
部

え
ん
ぴ
つ
・
ペ
ン
文
字
練
習
帳
共
通
事
項

（
指
導
要
領
準
拠
）
各
巻
と
も
標
準
学
年
制
で
す
。
１
巻
は
小
学
１
年
生

標
準
対
応
。
ル
ビ
な
し
で
使
う
漢
字
は
小
学
校
１
年
生
ま
で
で

す
。
学
習
指
導
要
領
の
学
年
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
大
人
も
１

巻
か
ら
の
学
習
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
用
紙
）
清
書
ス
ペ
ー
ス
は
課
題
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
１
、
２
巻
は

６
マ
ス
３
行
。
３
、
４
巻
は
７
マ
ス
５
行
。
練
習
帳
の
ス
ペ
ー
ス

も
同
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。
検
定
受
検
、
大
会
出
品
共
通
で
使

え
る
硬
筆
共
通
清
書
用
紙
は
１
枚
10
円
で
発
売
し
て
い
ま
す
。

（
３
部
構
成
）
各
巻
と
も
３
部
構
成
。
１
部
は
書
写
の
基
礎
知
識
。
第
２

部
は
検
定
課
題
編
で
各
巻
８
課
題
ず
つ
、
こ
の
ほ
か
長
文
の
特

別
課
題
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
課
題
当
た
り
４
ペ
ー
ジ
構

成
で
、
練
習
法
は
課
題
文
を
な
ぞ
り
書
き
．
白
い
マ
ス
へ
の
練

習
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
続
き
ま
す
。
第
３
部
は
教
育
漢
字
各
学
年

配
当
漢
字
が
掲
載
さ
れ
、
筆
順
、
音
訓
の
読
み
方
が
示
さ
れ
十

字
マ
ス
、
白
マ
ス
で
練
習
で
き
ま
す
。

（
評
価
の
観
点
）
作
品
が
ど
う
評
価
さ
れ
る
か
を
ポ
イ
ン
ト
指
導
し
た
「
評

価
の
観
点
」
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
①
止
め
、
は
ね
、
は
ら
い

②
む
す
び
③
つ
き
方
④
長
さ
⑤
む
き
⑥
曲
が
り
⑦
あ
き
⑧
横
線
、

な
ど
の
項
目
が
続
き
ま
す
。
各
課
題
で
出
て
く
る
ひ
ら
が
な
が

題
材
で
す
。

（
言
語
活
動
）
指
導
要
領
が
掲
げ
る
各
学
年
言
語
活
動
例
に
沿
っ
て
課
題

文
が
配
列
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
語
述
語
関
係
な
ど
文
法
の
他
、

古
典
や
文
語
調
作
品
な
ど
も
順
次
登
場
し
ま
す
。

新 検 定 テ キ ス ト を 販 売
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練
習
帳
第
１
巻

　

第
１
部
は
ひ
ら
が
な
の
基
礎
知
識
。
書
く
姿
勢
、
え
ん
ぴ
つ
の
持
ち
方
、

線
の
練
習
な
ど
、
幼
児
編
と
一
部
重
な
り
ま
す
。
ひ
ら
が
な
46
文
字
の

難
易
度
に
合
わ
せ
た
練
習
ス
ペ
ー
ス
が
６
ペ
ー
ジ
あ
り
ま
す
。

　

第
２
部
の
検
定
課
題
は
№
１
～
８
番
課
題
ま
で
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

評
価
の
観
点
は
、
課
題
に
出
て
く
る
ひ
ら
が
な
を
題
材
に
使
い
、
各
課

題
の
４
ペ
ー
ジ
内
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
課
題
文
で
は
、
簡
単
な
俳

句
が
登
場
す
る
ほ
か
、
文
字
・
こ
と
ば
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
解
説
が

続
き
ま
す
。
第
３
部
は
教
育
漢
字
１
年
生
配
当
漢
字
（
80
文
字
）
の
手

書
き
文
字
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

練
習
帳
第
２
巻

　

ひ
ら
が
な
難
易
度
に
合
わ
せ
た
、
ひ
ら
が
な
46
文
字
の
練
習
ス
ペ
ー

ス
が
、
引
き
続
き
登
場
し
ま
す
。

　

第
２
部
は
検
定
課
題
で
№
９
～
16
番
課
題
ま
で
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

「
評
価
の
観
点
」
で
は
「
長
さ
」
「
交
わ
り
方
」
も
加
わ
り
ま
す
。
説
明

に
使
う
課
題
文
の
文
字
に
よ
っ
て
各
巻
で
観
点
が
変
わ
り
ま
す
。
課
題

文
で
は
学
校
教
育
初
登
場
の
神
話
が
登
場
し
ま
す
。
因
幡
の
白
う
さ
ぎ

で
す
。
俳
句
に
触
れ
、
節
分
の
日
に
か
ら
む
課
題
も
。

練
習
帳
第
３
巻 

　

「
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
書
い
て
み
よ
う
」
が
登
場
し
ま
す
。
第
２
部
は

検
定
課
題
で
№
17
～
24
番
。
「
評
価
の
観
点
」
は
、
題
材
の
ひ
ら
が
な
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
17
番
課
題
は
「
わ
が
は
い
は　

ね
こ
で
あ
る
」
。

芭
蕉
の
俳
句
、
百
人
一
首
の
和
歌
が
出
て
く
る
ほ
か
、
こ
と
わ
ざ
も
登

場
し
ま
す
。
特
別
課
題
の
日
記
や
手
紙
も
ぐ
ん
と
大
き
く
な
り
ま
す
。
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き
の
う

　

今
日

　
　

あ
す

津
梁
（
し
ん
り
ょ
う
） 

　

水
（
川
、
瀧
・
・
・
）
が
好
き
で

あ
る
。
時
に
川
へ
車
を
走
ら
せ
る
。

　

ぼ
ー
っ
と
見
て
い
る
だ
け
で
何
も

か
も
洗
い
流
し
て
く
れ
る
。

　

水
を
眺
め
て
い
る
の
は
、
私
の
一

つ
の
洗
濯
法
。
硯
を
洗
い
、
気
持
ち
を
新
た
に
書
に
向
か
う
、
と
い

う
意
味
の
「
洗
硯
」
と
い
う
言
葉
も
気
に
入
っ
て
い
る
。
書
に
も
心

に
も
「
水
」
は
欠
か
せ
な
い
も
の
。
生
命
の
源
で
あ
り
、
全
世
界
に

繋
が
っ
て
い
る
。

　

私
の
好
き
な
多
摩
川
上
流
の
渓
谷
に
も
、
知
ら
れ
ざ
る
国
際
交
流

の
地
が
あ
る
。 

隣
国
中
国
江
蘇
省
蘇
州
市
に
あ
る
寒
山
寺
よ
り
ご

本
尊
が
贈
ら
れ
「
楓
橋
夜
泊
」
の
石
碑
、
鐘
と
と
も
に
建
つ
日
本
寒

山
寺
（
東
京
都
青
梅
市
沢
井
）
で
あ
る
。 

緑
あ
ふ
れ
る
渓
谷
を
流

れ
る
清
流
の
面
に
、
鐘
の
音
が
心
地
よ
く
響
き
渡
る
。

　

そ
ん
な
寒
山
寺
へ
誘
う
の
が
「
楓
橋
」
。
途
中
の
景
色
も
ま
た
絶
景
。

「
書
を
通
し
て
架
け
橋
を
つ
く
る
。
」
そ
う
、
世
代
も
国
も
言
葉
も
超

え
て
様
々
な
繋
が
り
を
つ
く
ろ
う
。
30
数
年
来
、
書
に
親
し
む
者
と

し
て
海
外
交
流
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
想
い
か
ら
物
事
の
橋
渡
し
と

な
る
も
の
を
指
す
「
津
梁
（
し
ん
り
ょ
う
）
」
を
よ
く
使
っ
て
日
々

ま
い
進
し
て
い
き
た
い
。

渡
邉　

啓
子
（
書
文
協
副
会
長
）

練
習
帳
第
４
巻 

　

表
紙
の
色
が
３
巻
ま
で
の
黄
色
か
ら
ピ
ン
ク
に
変
わ
り
ま
す
。
１
部
で

「
手
書
き
文
字
と
活
字
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
筆
圧
に
つ
い
て
も
触
れ
て

い
ま
す
。
検
定
課
題
は
Ｎ
ｏ
25
～
32
番
。
「
評
価
の
観
点
」
は
28
番
課
題

「
ひ
さ
か
た
の　

光
の
ど
け
き　

春
の
日
に　

静
心
な
く　

花
の
散
る
ら

ん
」
に
つ
い
て
「
外
形
」
が
指
導
さ
れ
ま
す
。
光
は
正
方
形
、
ん
は
三
角
形
、

な
ど
の
指
摘
で
す
。
「
春
は
あ
け
ぼ
の
」
が
登
場
。
調
べ
学
習
を
取
り
上

げ
た
課
題
文
が
登
場
。
言
語
活
動
例
が
説
明
さ
れ
ま
す
。
配
当
漢
字
小

学
４
年
生
は
２
０
０
文
字
。

幼
児
編
上
下
は
８
月
発
売
予
定

　

た
て
、
よ
こ
、
な
な
め　

ま
ぁ
る
く　

ぎ
ざ
ぎ
ざ

　

え
ん
ぴ
つ
の
持
ち
方
、
線
を
引
く
練
習
か
ら
始
め
る
幼
児
編
は
、
幼

稚
園
、
保
育
所
の
就
学
前
の
子

ど
も
た
ち
が
対
象
で
す
。
単
な

る
早
期
教
育
を
目
指
す
の
で

は
な
く
、
き
れ
い
で
正
確
な
文

字
を
書
く
基
本
、
言
葉
の
力
を

養
う
基
礎
を
作
り
ま
す
。
挿
絵

は
大
坪
さ
ん
。
楽
し
い
絵
を
見

た
り
、
塗
っ
た
り
し
な
が
ら
学

び
を
進
め
ま
す
。
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通
信
こ
だ
ま
「
教
学
半
」

　

実
力
ア
ッ
プ
の
夏

　

暑
い
夏
が
や
っ
て
き
て
、
大
会
の
シ
ー
ズ
ン

が
来
ま
し
た
、
こ
の
時
こ
そ
実
力
の
ア
ッ
プ
の

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
普
段
は
、
こ
の
書
文
協
の
検

定
課
題
を
始
め
た
時
期
の
違
い
で
、
人
に
よ
っ
て
は
学
年
相
当
の

課
題
よ
り
進
ん
で
い
た
り
、
遅
れ
て
い
た
り
す
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
そ
の
人
の
ペ
ー
ス
で
し
っ
か
り
基
本
か
ら
身
に
着
け
て
い

く
の
に
と
っ
て
も
良
い
こ
と
で
す
。

　

大
会
の
課
題
は
、
書
文
協
の
「
こ
と
ば
委
員
会
」
が
学
年
相
当

に
ふ
さ
わ
し
い
、
文
字
、
課
題
の
意
味
を
そ
の
時
々
の
世
相
も
踏

ま
え
て
作
成
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
大
会
に
挑
戦
す
る
こ
と
は
、

文
字
の
向
上
プ
ラ
ス
こ
と
ば
の
力
も
養
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

面
倒
が
ら
ず
に
、
一
般
の
方
も
含
め
一
人
で
も
多
く
の
方
の
大

会
挑
戦
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
今
年
は
学
生
展
席
書

き
の
個
人
参
加
も
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
通
信
生
の
方
に

は
朗
報
で
す
。
毛
筆
の
コ
ー
ス
を
受
講
さ
れ
て
い
な
い
方
で
も
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
席
書
き
の
緊
張
感
を
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
夏
、
書
写
の
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

池
田　

圭
子
（
書
文
協
教
学
参
与
）

教
学
半
と
は
、
学
ん
で
初
め
て
足
ら
ざ
る
を
、
教
え
て
初
め
て
到
ら
ざ

る
を
、
知
る
と
の
意
味
で
す
。

検
定
ペ
ー
ジ
コ
ラ
ム
「
文
鎮
」　

　

文
鎮
は
地
味
で
す
が
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
お
道
具
で
す
。
で
も
、

文
鎮
ほ
ど
重
さ
が
気
に
な
る
物
は
あ
り
ま
せ
ん
。

重
す
ぎ
ず
、
軽
す
ぎ
ず
…
子
ど
も
た
ち
の
程
よ
い
指
導
者
に
な
れ
れ
ば
、

と
願
っ
て
い
ま
す
。
硬
筆
で
も
毛
筆
で
も
、
ち
ょ
っ
と
軽
く
押
し
て
あ

げ
る
、
そ
ん
な
つ
も
り
で
現
場
か
ら
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
を

書
い
て
い
き
ま
す
。

　
　支

度
と
始
末

　

代
々
木
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
の
２
日
間
の
錬
成

会
、
そ
れ
に
続
く
書
写
書
道
専
修
学
中
野
本
部
教
室
で
の
５
日

間
の
特
訓
と
夏
の
集
中
講
座
が
続
い
て
い
ま
す
。
大
事
な
の
は
、

お
道
具
の
支
度
と
始
末
で
す
ね
。

　

練
習
が
終
わ
れ
ば
、
お
道
具
を
大
切
に
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
ま
た
き
れ
い
に
洗
い
、
次
の
支
度
を
す
る
の
で
す
。

　

め
ぐ
っ
て
い
る
動
作
で
す
が
、
お
道
具
箱
に
感
謝
し
、
そ
し

て
次
へ
の
練
習
に
向
け
て
、
自
分
自
身
の
気
持
ち
を
準
備
す
る

時
間
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
ど
ん
な
支
度
と
始
末
を
し
て
い
ま
す
か
？
今
一
度

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。佐

藤　

貴
子
（
教
学
主
任
兼
事
務
局
長
）



え
ん
ぴ
つ
指
導
者
ラ
イ
セ
ン
ス
講
習
会

各
地
開
催
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
講
習
会
は
、
５
時
間
の
講
習
を
受
け
、
終
了
試
験
（
１
時
間
）
に

パ
ス
す
れ
ば
「
え
ん
ぴ
つ
指
導
者
ラ
イ
セ
ン
ス
（
資
格
）
」
が
付
与
さ
れ

る
も
の
で
す
。
ラ
イ
セ
ン
ス
は
、
ひ
ら
が
な
に
つ
い
て
他
人
に
教
え
る

能
力
が
あ
る
こ
と
を
書
文
協
が
保
証
す
る
も
の
で
す
。
小
学
校
低
学
年
や

幼
稚
園
・
保
育
園
な
ど
幼
児
教
育
指
導
者
や
、
公
民
館
な
ど
で
書
道
サ
ー

ク
ル
で
の
講
師
を
考
え
て
お
ら
れ
る
方
な
ど
に
最
適
で
す
。

　

申
し
込
み
用
紙
な
ど
は
、
書
文
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ご
ざ
い
ま
す
。
表

の
左
側
、
「
各
種
用
紙
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
か
ら
入
っ
て
、
パ
ス
ワ
ー
ド
の

な
い
方
は
「
個
人
の
方
は
こ
ち
ら
か
ら
」
か
ら
入
っ
て
、
終
わ
り
の
ほ

う
「
講
習
会
・
錬
成
会
」
の
欄
か
ら
印
刷
し
て
く
だ
さ
い

書
文
協
の
学
び
は
多
彩
で
す
。
こ
の
講
習
会
を
受
け
た
後
、
ど
の
よ
う

に
学
べ
ば
い
い
の
か
、
と
い
う
お
問
い
合
わ
せ
を
多
く
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
時
間
に
余
裕
が
あ
り
、
お
近
く
に
連
係
書
塾
が
あ
る
場
合
は
ご

紹
介
し
ま
す
。
通
信
教
育
で
検
定
試
験
な
ど
の
自
学
シ
ス
テ
ム
も
ご
ざ
い

ま
す
。
通
う
こ
と
が
可
能
な
ら
、
東
京
都
中
野
区
、
青
梅
市
に
書
写
書

道
専
修
学
院
教
室
も
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
文
章
表
現
講
座
（
作
文
教

室
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
遠
隔
地
の
た
め
の
添
削
コ
ー
ス
も
ご
ざ
い
ま
す
。

中
野
本
部
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
電
話
番
号
な
ど
は
１
面
題
字

の
下
に
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

開
催
日
程

地
域　
　

月　

日　
　
　
　

場　

所　
　
　

東
京　
　

８
月
19
日
（
火
）　

中
野
・
ゼ
ロ
ホ
ー
ル　
　
　
　
　
　
　

東
京　
　

８
月
30
日
（
土
）　

代
々
木
・
オ
リ
セ
ン　
　
　
　
　
　
　

大
阪　
　

８
月
23
日
（
土
）　

大
阪
市
立
東
淀
川
区
民
会
館　
　
　
　

名
古
屋　

９
月
６
日
（
土
）　

名
古
屋
市
立
南
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

浜
松　
　

９
月
13
日
（
土
）　

ク
リ
エ
ー
ト
浜
松　
　
　

福
岡　
　

10
月
４
日
（
土
）　

さ
ざ
ん
ぴ
あ
博
多
（
予
定
）　
　
　
　

　
　

（
開
始
時
間
は
９
時
45
分
か
ら
10
時
の
間
で
す
。
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
）

総
合
大
会
錬
成
会　

全
日
程
を
終
了

　

大
会
課
題
に
つ
い
て
の
「
評
価
の
観
点
」
を
解
説
す
る
錬
成
会
が

第
３
回
総
合
大
会
に
つ
い
て
、

東
京
、
大
阪
な
ど
全
国
５
会

場
で
の
日
程
を
終
了
し
ま
し

た
。
11
月
頃
か
ら
は
第
３
回

伝
統
文
化
大
会
の
錬
成
会
が

開
か
れ
ま
す
。
（
写
真
は
７
月

27
日
、
東
京
錬
成
会
、
オ
リ

セ
ン
に
て
）
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